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防災に関する必要な情報を自ら入手しましょう！
下諏訪町防災行政無線
テレホン案内サービス

メール配信
サービス

0120-27-2311
防災行政無線放送の
直近の内容を確認す
ることができます。 緊急放送や暮らしの情報

等をメールで配信します。
※利用者登録が必要です。

11 月に開催した「地域防災リーダー養成研修」には小中学生も
参加し、ワークの中では避難所でのレイアウトを話し合いました。
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下
諏
訪
町
長

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
２
０
２
０

年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
町
政
の

運
営
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
５
月
、
新
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
と
と
も
に
、

平
成
か
ら
令
和
へ
と
新
し
い
時
代
が
幕
を
明
け
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、
様
々
な
思
い
で

時
代
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
平
和
な
日
本
、
そ
し
て
平
和
な
世
界
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

歴
史
と
伝
統
あ
る
下
諏
訪
町
の
町
政
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で
四
期
目
の
最
終
年
を
迎
え

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
信
頼

と
付
託
に
お
応
え
す
べ
く
、
本
年
も
町
政
発
展
の
た

め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
と

ぞ
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
の
我
が
国
の
経
済
状
況
は
「
景
気
は
緩
や
か

に
回
復
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
海
外
経

済
の
動
向
や
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
の
消
費
者
マ

イ
ン
ド
の
動
向
、
ま
た
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
の
経
済

に
与
え
る
影
響
に
は
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
し
て
、
一
層
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に

日
々
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
我
々
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る

豪
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、

当
町
で
も
、
昨
年
８
月
、
１
時
間
63
ミ
リ
と
い
う
記

録
的
な
雨
量
を
観
測
し
、
道
路
の
冠
水
、
土
砂
崩
落

な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
に

は
台
風
19
号
に
よ
り
、
県
内
北
部
を
中
心
に
河
川
の

氾
濫
や
大
規
模
冠
水
、
浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
、
被
災
地
で
は
今
な
お
災
害
の
爪
あ
と
が
残
り
、

復
興
に
向
け
た
懸
命
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

新時代  更なる飛躍の年に新時代  更なる飛躍の年に
年頭のあいさつ

　

当
町
で
は
地
域
防
災
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
だ
く
約
１
２
０
名
の
「
防
災
士
」
の
皆
様

に
よ
り
「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
も
す
わ
」
が
組
織

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
精
力
的
な
活
動
は
「
防
災

意
識
日
本
一
の
町
」
を
目
指
す
当
町
に
と
っ
て
大
変

頼
も
し
く
、
今
後
も
地
域
に
お
け
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
力
強
化
の
一
環
と
し
て
、
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
事
業
を
本
年
も
着

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
家
庭
用
災
害
備
蓄
品
の
拡

充
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
、
今
後
も
全
力
で
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
は
何
と
い
い
ま
し
て
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま

す
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
を
意
識
し
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ゾ
ー
ン
構
想
」
に
基
づ
く
整
備
も
最
終
段
階
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
昨
年
着
工
し
ま
し
た
、
防
災
機
能

を
も
っ
た
新
艇
庫
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
順
調

に
工
事
が
進
み
、
本
年
３
月
に
完
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
に
は
現
艇
庫
を
改
修
す
る
と

と
も
に
、
諏
訪
自
動
車
協
会
の
車
検
場
の
一
部
を
お

借
り
し
て
健
康
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
改
善
に
向
け
、
異
常
気
象
に
よ
る
猛

暑
か
ら
園
児
、
児
童
、
生
徒
の
安
全
と
健
康
を
守
る

た
め
、
昨
年
、
普
通
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
全
教
室

へ
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
が
よ
り
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
に

力
を
入
れ
、
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
、
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
た
め
の
体
制
を
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

起
業
創
業
支
援
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
「
ホ
シ
ス
メ
バ
」
で
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
中
心
と
な
っ
て
、
起
業
創
業
や
小
商
い
に
係

る
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
入
居
者
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
と
の
交
流
促
進
や
起
業
創

業
を
目
指
す
方
々
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
駅
前
通
り
の
既
存
空
き

店
舗
を
改
修
し
、
新
た
な
地
域
や
世
代
交
流
の
促
進

及
び
起
業
創
業
支
援
の
場
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
工
業
支
援
の
拠
点
で
あ
る
「
も
の
づ
く
り
支

援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
町
内
企
業
の
新
規
受
注
獲
得

の
た
め
の
企
業
間
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
販
路
拡
大
に

向
け
た
共
同
出
展
事
業
へ
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
課
題
で
も
あ
る
人
手
不

足
や
人
材
育
成
に
も
目
を
向
け
、
商
工
会
議
所
等
と

の
連
携
に
よ
り
、
情
報
発
信
や
企
業
の
求
め
る
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
費
者
へ
の
安
心
・
安

全
な
食
材
の
提
供
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
経
営
や
技
術
に
関
す
る
支
援
、

地
産
地
消
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
や

加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
本
年
も
八
王
子
メ
ッ
セ
、

南
知
多
町
産
業
ま
つ
り
へ
の
出
店
を
計
画
す
る
と
と

も
に
、
地
産
地
消
を
進
め
る
朝
市
の
開
催
、
イ
オ
ン

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
店
に
お
け
る
農
産
物
の
委
託

販
売
の
促
進
、
小
学
校
へ
の
食
農
教
育
、
有
害
鳥
獣

駆
除
な
ど
を
通
じ
て
町
の
農
業
の
持
続
的
な
振
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
八
島
高
原
の

公
衆
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、
今
シ
ー
ズ
ン

か
ら
は
訪
れ
た
観
光
客
の
皆
様
に
気
持
ち
よ
く
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史

的
景
観
に
配
慮
し
た
街
な
み
環
境
の
整
備
が
進
み
、

多
く
の
方
に
ま
ち
歩
き
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
本
年
も
「
下
諏
訪
ら
し
さ
」
を
さ
ら

に
引
き
出
す
観
光
施
設
や
環
境
の
整
備
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

順
調
に
整
備
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
赤
砂
崎
公

園
は
、
今
年
度
右
岸
区
域
の
工
事
が
完
了
し
、
４
月

よ
り
全
面
供
用
開
始
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

公
園
及
び
河
川
空
間
の
更
な
る
活
用
の
推
進
を
図
る

た
め
、
昨
年
よ
り
民
間
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
「
赤
砂
崎
水
辺
空
間
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
「
あ
か
す
な
み
ず
べ
テ
ラ
ス
」
と
題
し
て
春
、

夏
、
秋
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
大
勢
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
町
民
、
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
赤
砂
崎
の
活
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
証
し
、
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で

開
催
さ
れ
、
日
本
代
表
の
活
躍
は
人
々
に
勇
気
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
は
、
私
た
ち

に
深
い
リ
ス
ペ
ク
ト
の
精
神
や
、
チ
ー
ム
が
ひ
と
つ

に
な
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
時
代
に
お
い
て
、
町
の
明
る

い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
は
、
町
民
の
皆
様

の
力
を
結
集
し
な
く
て
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
令
和

最
初
の
新
年
を
迎
え
、
下
諏
訪
の
更
な
る
発
展
と
飛

躍
に
向
け
、
町
民
の
皆
様
と
心
を
ひ
と
つ
に
、
力
強

く
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多

き
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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テーマ「女性が活躍するまちづくり」
８月19日（月）に下諏訪総合文化センターで開催された「町長と語る会」の概要をお知らせします。
令和元年度に全３回開催されました「町長と語る会」の最終報告となる「第３弾」です。
詳しい発言内容については、町ホームページでもご紹介しています。
パネリスト・下諏訪北小学校校長　唐澤裕子さん　　・下諏訪町スポーツ推進委員会　西山美紀さん
　　　　　・みたまちおかみさん会　河西優子さん　・防災ネットワークしもすわ会長　髙橋敦子さん
（町長）
・性差なく年齢差もなく、まちづくりに参加できるまちが
理想だと思っています。御田町には若者が集まって来ま
すが、その魅力はどのように発信されていますか。
（パネリスト）
・基本的には口コミです。繋がりがある中で紹介してもら
う、来てもらうことが大事だと思っています。子どもの
夏休みの体験では、町に来てクラフトを始めた方達に声
をかけています。皆さんからは、地域によくしてもらっ
ているから地域の子ども達の役に立ちたい、ということ
を言われて感動しました。
（町長）
・スポーツ推進委員として色々な取組をされて、人集めに
もご苦労いただいています。
（パネリスト）
・秋宮リンクの氷上祭では、声をかけなくても、毎回たく
さんの方が来てくださって、盛り上がって楽しい大会に
なっています。そういう雰囲気でやろうと色々なイベン
トをしていますが、毎年参加してもらうことの難しさを
感じています。
・下諏訪町のイベントは、がんばっていると思います。三
角八丁も子どもの夏休みもいいと思いますが、町民が他
県の人達を呼べるような、下諏訪町ならではというもの
ができれば、人も集まってみんなが活躍できる場が広が
ると思います。
（町長）
・下諏訪ならではという発想は大切で、ボートは長野県で
諏訪湖でしかできません。町民レガッタとして始まった
大会は、町外から来る方達が多くて、大満足して帰って
いきますから、そういったものを町全体で迎え入れる形
がとれたらいいと思います。みんなで迎え入れるような
雰囲気のイベントができたらいいのかもしれません。
・去年も防災訓練等で調理方法や防災食の指導をしていた
だき、子ども達が積極的に参加してくれました。
（パネリスト）
・東日本大震災では、津波ごっごをして遊んだ子どもを大
人が怒ったといいます。児童心理の先生に言わせると、
子どもは遊びを通して体験の傷を癒していくから、遊び
を止めてはいけないと。そう書かれた本を読んで、確か
にそうだなと思いました。今年の総合防災訓練では、ど
うやって小さい子どもと遊ぶか提案したいと思います。
（パネリスト）
・女性らしさ、自分らしさをどう出そうかと思っています
が、人の話をしっかり聞いて相手の思いに立って考える。
その人にとって、学校にとって、子どもにとって何が一
番大事かを考えていく。それが自分らしさを出すことか
なと思って、それを大切にして学校経営に取り組んでい
ます。
（町長）
・女性がキャリアを積んでいくためには、子育ても乗り越
えていかなければいけません。

（パネリスト）
・産育休から戻ってきたときに男性と同じように仕事がで
きるか、ということがあります。母親であるけれど、学
び続けていくことは大事なのかな。子どもを安心して預
けるところと、子どもの具合が悪くなったときに安心し
て仕事を休んで見てあげられる、そういう環境を作るこ
とが女性にとって働きやすいのかなと思います。
（パネリスト）
・子どもが生まれると、自分のお店を一旦辞めなければい
けないので、もったいないと思います。もう一度エネル
ギーを出してやる方が多くて、また戻ってきてくれます
が、今度は、早くに保育園に入れたい、ということを聞
きますので、そういうところを充実させていくのがいい
と思います。地道な部分を充実させていけば、大きい社
会参加や、余裕が出たら子どものことをやってみよう、
というものも出てくると思います。
（パネリスト）
・様々な分野で隠れた才能を持っている方が大勢いると思
いますが、地域や隣近所でも、そういう人達を引っ張り
出して活躍させよう、声をかけ合って、一緒にどう、ち
ょっと協力してみない、とか、誘い込んで輪を広げてい
ければいいかなと思っています。
（会場）
・女性が町内会長になれば応援できると思います。下諏訪
には女性の町内会長が半分いるくらいの勢いで、それぞ
れの地区で女性を推薦していただければありがたいと思
います。そういうまちづくりをしてもらいたいと思いま
す。
（町長）
・地域がそれを認めてくれることも大切ですし、そういっ
た気概を持った方が地域の中に育ってくれたら嬉しいと
思います。パネリストの皆さんは、女性としてだけでな
く、自分がやらなければいけない、という意識で関わっ
ていただいている皆さんです。そういった方達が増えて
いってくれたら、この町は素晴らしい町になると感じて
います。女性だから男性だから、ということではなくて、
性差なく地域で人として活躍できるような、そんなまち
づくりを進めていきたいと思っています。

■問い合わせ　下諏訪町 総務課 企画係 電話27－1111（内線257）
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２月17日（月）から令和元年分の所得税の確定申告が始まります。
町税務課では２月13日（木）と14日（金）の２日間、還付申告の方のみを対象に申告相

談を行い、２月17日（月）から３月16日（月）までは、所得税の確定申告及び住民税申告（町民税・
県民税申告）の申告相談を行います。
　間近になって慌てないよう、源泉徴収票など申告に必要な書類のご準備をお願いします。

◆手書きで申告書を作成する方
確定申告書・手引き等を、１月下旬から庁舎２階の確定申告書コーナーに用意いたします。
作成した申告書は諏訪税務署へ郵送または持参してください。
３月16日（月）までは、庁舎２階 税務課町民税係でも確定申告書の提出を受け付けます。
申告される方の住所、氏名を明記した封筒に入れ、封をしてお持ちください。

◆パソコン・スマホで作成する方
国税庁のホームページ「確定申告書作成コーナー」で申告書を作成できます。提出方法は2種類です。
①申告書をプリントアウトして税務署へ郵送または持参する
②申告書をe-Tax（イータックス）で送信する
送信には、マイナンバーカードおよびICカードリーダライタを使用する方法と、ID・パスワード
を使用する方法があります。
ID・パスワードの取得方法は6ページ「諏訪税務署からの大切なお知らせ」をご覧ください。

◆役場の申告会場では、職員が対面で相談をお受けし、パソコンで確定申告書を作成します。
　手書き用の申告書用紙は必要ありません。
◆待ち時間短縮のため、あらかじめ以下の書類のご準備をお願いいたします。

◆以下の①～⑤に該当する方の申告は役場ではお受けできませんので、諏訪税務署で申告いただくか、
税理士へ個別にご相談ください。
①譲渡所得のある方 ②青色申告の方 ③事業所得・不動産所得・雑所得のある方で所得が300万円を超
える方 ④住宅借入金等特別控除を初めて受ける方 ⑤税理士・税理士法人が関与する法人の役員の方

所得のわかる書類（例）
・給与の源泉徴収票（２か所以上に勤務されてい
る方はすべての源泉徴収票）
・公的年金等の源泉徴収票（毎年1月下旬頃まで
に年金の支払者から送付されます）
・個人年金の支払証明書
・配当所得の計算書
・シルバー人材センターの配分金支払証明書

収支内訳書
事業所得（営業、農業）、不動産所得のある方は
「収支内訳書」を作成してください。

医療保険者から送付される「医療費のお知らせ」
（確定申告用との記載のあるもの）
医療費控除の明細書
「医療費のお知らせ」に載っていない医療費につ
いては、かかった人、病院、薬局ごとにまとめ、
医療費控除の明細書を作成してください。

控除の証明となる書類（例）
・寄付金（ふるさと納税、義援金など）の領収書
・生命保険料、地震保険料の控除証明書
・国民年金保険料の支払額証明書

◆公的年金等の収入金額が400万円以下であり、年金以外の所得金額が20万円以下の方は、所得税の
確定申告をする必要はありません。ただし、公的年金、給与以外に個人年金、生命保険一時金などの
収入があり、所得が発生する方は、20万円以下であっても町民税・県民税申告が必要です。
◆また、公的年金等の源泉徴収票に記載されている控除のほかに追加する控除のある方は、確定申告ま
たは住民税申告により、所得税が還付されたり、来年度の住民税が減額される場合があります。
　詳しくは税務課町民税係までお問い合わせください。

ご自宅で確定申告書を作成し提出する方へ

役場の申告会場で申告する方へ

公的年金等受給者の方へ

「確定申告」「町民税・県民税申告」のご準備をお願いします「確定申告」「町民税・県民税申告」のご準備をお願いします

◆医療費控除の明細書、収支内訳書の用紙は庁舎2階 税務課町民税係にご用意しています。
ご注意ください！
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　消費税率10％への引き上げに伴い、住宅借入金等を利用して家屋の新築・購入等をされた方のうち、
令和元年10月から令和２年12月までに居住開始となる方を対象に、個人住民税における住宅借入金等
特別控除の適用期間が延長されました。
　控除の適用1年目は確定申告が必要です。対象の方は諏訪税務署（電話52-1390）へご相談ください。

●給与支払報告書の提出について
　下諏訪町にお住まいの従業員（アルバイトも含む）の方で給与
の支払いのあった方について提出が必要です。
・提出期限　令和２年１月31日（金）厳守
・提出書類　①総括表　
　　　　　　②給与支払報告書（個人別明細書）　
　　　　　　③普通徴収切替理由書
　　　　　　（普通徴収とする方がいない場合は不要です）
・提 出 先　庁舎２階　税務課町民税係
●原則としてすべての従業員の方の特別徴収をお願いします。
　従業員の個人住民税は、所得税の源泉徴収義務のある事業者が、個人住民税の特別徴収義務者として
毎月従業員に支払う給与から差し引き、従業員に代わって納入いただくことが原則となっています。
●以下の理由に該当する場合は、当面、例外として普通徴収とすることができます。
　給与支払報告書提出時に｢普通徴収切替理由書｣を提出していただくとともに、給与支払報告書（個人
別明細書）の「摘要欄」に該当理由の符号（普Ａ～普Ｆ下図参照）を記入してください。
※ｅLTAXで給与支払報告書を提出する場合は「普通徴収欄」にチェックを入力した上で、該当する符
号（普Ａなど）を「摘要欄」に入力してください。｢普通徴収切替理由書｣の提出は不要です。

■問い合わせ　下諏訪町 税務課 町民税係　電話27－1111（内線231・232・233）

事業所のみなさまへのお願い

住宅ローン控除の適用期間が延長されました

総　括　表

個人別明細書

個人別明細書

（特別徴収分）

（普通徴収分）

普通徴収切替理由書

符号

普Ａ

普Ｂ
普Ｃ
普Ｄ
普Ｅ
普Ｆ

総受給者数が２人以下
（受給者総人員から、下記｢普Ｂ」～｢普Ｆ｣に該当する受給者（他市町村分を含む）を差引いた人数）
他の事業所で特別徴収（例：乙欄適用者）
給与が少なく税額が引けない（例：年間の給与支給額が93万円以下）
給与の支払が不定期（例：給与の支払が毎月でない）
事業専従者（個人事業主のみ対象）
退職者、退職予定者（５月末日まで）及び休職者

○普通徴収切替理由書の提出がない場合、原則どおり、特別徴収対象者となります。
○符号「普F」欄の休職者とは、休職により４月１日現在で給与の支払を受けていない場合に限ります。

普通徴収切替理由

→
こ
の
順
番
で
ま
と
め
て

　
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

〈個人住民税における住宅ローン控除〉

1年目 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

居住年

控除限度額

適用期間の延長イメージ

ローン残高の１％（一般住宅は最大40万円、認定住宅は最大50万円）を所得税から控除し、
所得税から控除しきれなかった金額があれば控除限度額の範囲内で住民税から控除します

控除期間 10年 13年

同左所得税の課税総所得金額等の７％（最高13.65万円）
（住宅にかかる消費税率が８％または10％である場合の金額）

平成26年４月～令和３年12月

改正前の住宅ローン控除

令和元年10月～令和２年12月

今回の対応

控除期間を３年間延長し、
建物購入価格の２％の範
囲で減税
（2/3％×3年間）
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中学生の「税に関する作文・標語」コンクール入選作品を紹介します中学生の「税に関する作文・標語」コンクール入選作品を紹介します
　令和元年度中学生の「税に関する作文・標語」の入選作品が決定し、11月７日に町庁舎で表彰式が行
われました。関東信越税理士会長野県支部連合会長賞をはじめ、各賞に入選された皆さんの作品を紹介
します。
【作文の部】（応募数41点）
○関東信越税理士会長野県支部連合会長賞
　下中３年　八幡　零士『税の重要さと、
　　　　　　　　　　　　　この先の税の使い方』
○諏訪納税貯蓄組合連合会長賞
　社中２年　小口　真央『大切な命が助かること』
○町長賞
　社中２年　古田　琉偉『税金の使い方』
　社中２年　河　　祐鳳『税金の利用』
　社中２年　松田祐太朗『税があるおかげで』
　社中２年　諸本　潤広『日本と税金の未来』
　社中２年　友野　七花『選挙権を持ったら』
【標語の部】（応募数225点）
○諏訪税務署長賞　社中３年　原　優介『作り出そう　僕らの未来を　税金で』
○全国間税会総連合会　入選　社中1年　中緒　美希『税金で　つなごう笑顔　明るい未来』
○長野県間税会連合会長賞　下中2年　原田　和輝『税金は　未来をつくる　第一歩』
○諏訪間税会長賞　下中２年　小林あいら『税金を　納めてつくる　笑顔の輪』
○町長賞　下中２年　長﨑　光希『その道も　みんなのお金で　できている』
　　　　　下中２年　通﨑　莉帆『税金で　未来につなごう　その笑顔』
　　　　　下中２年　西川　美桜『広げよう　税で繋がる　笑顔の輪』
　　　　　社中３年　三浦　悠生『「これからも　お世話になります！」 みんなの税金』
　　　　　社中３年　篠原　梨沙『まちづくり　私もできるよ　税金で』
　　　　　社中２年　宮坂　優奈『税金は　明るい未来を　つくる鍵』

■問い合わせ　下諏訪町 税務課 町民税係　電話27－1111（内線231）

諏訪税務署からの大切なお知らせ 
【確定申告に便利なＩＤ・パスワードを取得しよう！】
◇国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、ＩＤとパスワードを入力するだけで、
ｅ－Ｔａｘで確定申告することができます。
マイナンバーカードやＩＣカードリーダライタをお持ちでなくても、ご自宅等からパソコンやスマート
フォンで簡単に申告することができ大変便利です！
（ＩＤ・パスワードによる申告方法は暫定的な対応です。お早めにマイナンバーカードの取得をお願い
します。）
◇マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタ又はマイナンバーカード対応のスマートフォンをお持ち
の方は「マイナンバーカード方式」によるｅ－Ｔａｘがご利用いただけます。
◇ＩＤ・パスワードは諏訪税務署で５分程度で発行を受けられますので、ぜひ取得してください。
　発行の際、税務署職員と対面による本人確認が必要です。運転免許証などの
　顔写真付きの本人確認書類をお持ちください。
◇税務署は年明けから大変混み合います。ＩＤ・パスワードの取得はお早めに！

【いつでもどこでもスマホで申告】
◇令和２年１月から、２か所以上の給与所得がある方、年末調整が済んでいない方、年金収
入や副業等の雑所得がある方など、「確定申告書等作成コーナー」の「スマホ専用画面」
で申告いただける方の範囲が広がります。「スマホ専用画面」はスマートフォンやタブレ
ットでも画面が見やすく操作しやすくなっており簡単で大変便利です。
ＩＤ・パスワードを取得し、令和元年分の確定申告はぜひスマホでやってみましょう！

やわた れいじ

おぐち まお

ふるた るい

ともの ななか

はら ゆうすけ

なかお みき

ながさき

こばやし

みつき

つうざき りほ

にしかわ みお

みうら ゆう

しのはら りさ

みやさか ゆうな

はらだ かずき

もろもと まさひろ

まつだ ゆうたろう

かさい まさたか

■問い合わせ　諏訪税務署　電話52－1390
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➡ ➡ ➡

申請から交付まで1ヶ月程度かかりますので、ご希望の方は早めの申請手続きをお願いします。
庁舎１階の「マイナンバーカード相談窓口」でもマイナンバーカード申請手続きのお手伝いをしています。
詳しくは住民環境課 総合窓口係 までお問い合わせください。

平成28年度の税制改正により、法人住民税法人税割の税率が引き下げられることになりました。
これに伴い、下諏訪町における法人町民税法人税割の税率が以下のとおり変更になります。
なお、これらの改正は、令和元年10月１日以後に開始する事業年度から適用されます。

法人税割の税率の引き下げに伴い、経過措置として令和元年10月１日以後に開始する
最初の事業年度の予定申告に係る法人税割額については、予定申告税額を求める算式の
「６を乗じる」部分が「3.7を乗じる」となり、計算式が以下のとおり変更になります。

法人税割額＝前事業年度分の法人税割額×3.7／前事業年度の月数
（令和元年10月１日以後に開始する最初の事業年度の予定申告）

〈下諏訪町にお住まいの方〉　マイナンバーカードの申請から交付まで
（マイナンバーカードの交付手続きについては、住所登録をしている市区町村にお問い合わせください）

※ご本人が病気、身体の障害等のため町庁舎に来ることが難しい場合は事前にご相談ください。
※15歳未満の方が申請した場合は、ご本人と保護者の方に来庁していただく必要があります。

※なお、法人税割額の引き下げ分については、国税である地方法人税の税率が引き上げられる
　ため、法人の税負担はこれまでと変更ありません。

郵送やパソコン・
スマホから申請を
します。
庁舎１階の相談窓口
でも申請手続きのお
手伝いをしています。

申請をしてから約
１ヶ月後に、交付
場所などをお知ら
せする「交付通知
書」（ハガキ）がご
自宅に届きます。

ご予約した日
時にご本人様
が庁舎１階へ
お越しくださ
い。（※）

マイナンバーカードの交付
は予約制です。交付通知書
が届いたら、希望日時を電
話で予約してください。そ
の際に、持ち物などのご案
内をさせていただきます。

マイナンバーカードは
顔写真付きです。
公的な身分証明書として
使うことができます。

マイナンバーカードを
利用して、住民票などの
各種証明書をコンビニで

取得できます。

マイナポイントを活用した
国の消費活性化策が
2020年度に実施
予定です。

※利用者証明用電子証明書の
　搭載が必要です。

※マイキーIDの設定が必要です。
※制度の詳細は検討中。

■問い合わせ　マイナンバーカードについて：下諏訪町 住民環境課 総合窓口係　電話27－1111（内線131・135）
　　　　　　　マイナポイントについて：下諏訪町 総務課 企画係　電話27－1111（内線257）

■問い合わせ　下諏訪町 税務課 町民税係　電話27ー1111（内線233）

法人町民税『法人税割』税率改正のお知らせ法人町民税『法人税割』税率改正のお知らせ

●法人町民税法人税割の税率改正

●税率改正後初年度の予定申告について（経過措置）

【改正前】
　令和元年９月30日以前に
　　　　開始した事業年度まで

9.7％

【改正後】
　令和元年10月１日以後に
　　　　開始した事業年度から

6.0％

マイナンバーPRキャラクター
マイナちゃん
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学生寮 「長善館」 令和２年度入館生募集学生寮 「長善館」 令和２年度入館生募集
●応募資格（募集人員約15名）
長野県内に在住または県内の高校に在学あるいは卒業し、令和２年４月に東京都内・近郊に所在する
４・６年制大学へ進学予定の男子学生で、学生寮の自治活動・行事に積極的に参加できること。
●必要書類
入館申込書兼身上書（指定用紙に自筆記入。用紙は下記HPからダウンロード可）／証明写真２枚（３
ヶ月以内に撮影したもの。サイズ４cm×３cm）／出身高校が発行する調査書
○上記書類を希望する面接選考日の５日前までに下記へ郵送または直接提出してください。
●面接選考日時及び会場
【諏訪会場】令和２年１月24日（金）／２月21日（金） 会場：諏訪市『諏訪教育会館』
【長野会場】令和２年１月25日（土） 会場：長野市『長野県教育会館』
【松本会場】令和２年２月７日（金） 会場：松本市『松本商工会議所』
【東京会場】令和２年３月８日（日）／３月15日（日） 会場：東京都調布市『長善館』
　　　　　　★いずれの日程も午後１時から
■応募書類提出・問い合わせ
【諏訪、長野及び松本会場面接選考希望者】
　〒393－0013　下諏訪町3862－1　諏訪郷友会 諏訪事務局（小口）TEL/FAX 0266－27－0625
【東京会場面接選考希望者】
　〒182－0003　調布市若葉町1－43－1　諏訪郷友会事務局（武井）TEL/FAX 03－3300－7988
◎募集詳細・提出書類ダウンロードは長善館ホームページまで。
　http://www.suwakyouyuukai.org/chouzenkan/　→ 長善館 で検索してください。

　国道20号の渋滞緩和、交通事故の減少に寄与、地域の更
なる活性化などに資するため、下諏訪岡谷バイパスをはじめ
とするバイパス整備を国で行っています。
　11月５日（火）、下諏訪町国道20号下諏訪岡谷バイパス
建設促進期成同盟会と下諏訪町国道20号諏訪バイパス建設
促進期成同盟会合同で埋蔵文化財「一の釜遺跡」発掘調査の
視察を行いました。
　埋蔵文化財の発掘調査は、道路（バイパス）整備により、
やむをえず遺跡を現状のまま保存できないため、工事に着手
する前に発掘調査を行い、遺跡を記録し大切に保管を行うも
のであり、令和元年８月より「一の釜遺跡」の発掘調査に着
手しています。
　調査では約5,500年前の縄文時代前期末から中期初頭の遺
構・遺物が発見されており、土器や石器、黒曜石が出土して
います。
　バイパス建設促進期成同盟会では、国や県へ事業推進のた
めの要望活動を行っている他、先進事例や関係先への視察等、
事業が円滑に進むように活動を行っています。

国道20号バイパス建設促進に向けて視察を行いました

■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 国道バイパス推進室兼関連調整係　電話27－1111（内線246）
　　　　　　　国土交通省関東地方整備局 長野国道事務所工務課　電話026－264－7005

一
の
釜
遺
跡
を
視
察
す
る

               

期
成
同
盟
会
役
員

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
出
土
し
た
土
器
の
説
明
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10/14
（月・祝）

10/10
㈭

町民スポーツ祭
～スポーツの秋～

右見て左見て
保育園で交通安全教室

　10月14日の体育の日に、スポーツ協会と町主催に
よるスポーツ祭が開催され、各種スポーツの大会や体
験が行われました。
　陸上競技部による町民マラソンには127人が参加
し、小学1年生の１ｋｍマラソンから始まり、それぞ
れ年齢に応じた距離を力いっぱい走りました。
　また、スポーツ体験では、剣道や弓道等、普段あま
り経験することのない種目もあり、スポーツの秋を堪
能しました。

　町内各保育園で、交通安全教室が開催されました。
みずべ保育園では、交通安全教育支援センターの方を
講師にお招きし、道路を渡るとき、車に乗るとき等の
約束について確認した後「右見て、左見て、もう一度
右見て」と手を挙げながら横断歩道に見立てた道路で
実践練習を行いました。町内各園では３本指のお約束
として「ぼくわたし　ぜったいに　とびださない」を
合言葉に安全への意識を高めました。

しもすわフォトストーリー まちの話題を写真でご紹介します。

年末年始業務案内年末年始業務案内 ■をかけてある日は、業務をお休みします。

役場 ☎27－1111

保健センター ☎27－8384

子育てふれあいセンターぽけっと ☎27－5244

下諏訪総合文化センター ☎28－0018

公民館／勤労青少年ホーム ☎28－0002

体育館 ☎27－1455

図書館 ☎27－5555

諏訪湖博物館・赤彦記念館 ☎27－1627

ゆたん歩゜   ☎26－2626

おんばしら館 よいさ     ☎26－0413

しもすわ今昔館 おいでや     ☎27－0001

協働サポートセンター ☎27－1111

老人福祉センター     ☎28－2253

社会福祉協議会（地域包括支援センター） ☎26－3377

湖北火葬場【湖風苑】     ☎22－2014

※ただし、緊急の場合は電話対応します。※ただし、緊急の場合は電話対応します。

※１/１～１/３は、
営業時間10：00～15：00
※１/１～１/３は、
営業時間10：00～15：00

※17時
　閉館
※17時
　閉館

※17時
　閉館
※17時
　閉館
※17時
　閉館
※17時
　閉館

※17時
　閉館
※17時
　閉館

※17時
　閉館
※17時
　閉館

12月
28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 5日

（火） （水） （木） （日）

4日
（金） （土）（土） （日） （月）

1月

施　設　名　称　等

ご協力をお願いします
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生
涯
学
習

生
涯
学
習
No.548

か
お
り
高
い

      

文
化
の
ま
ち

発行　下諏訪町教育委員会

編 集　生涯学習
　　　　　編集委員会

〒 393-8501
長野県諏訪郡下諏訪町4611-40
(下諏訪総合文化センター内）
☎0266-27-1111（内線718）
FAX 0266-28-0131
E-mail＝syougai@town.
　　　　   shimosuwa.lg.jp

新しい年を迎えて新しい年を迎えて

研
修
総
会
に
参
加
し
て

　

私
た
ち
教
育
委
員
は
、
年
に
一
度
、

県
内
全
市
町
村
の
教
育
長
と
教
育
委

員
四
百
名
余
り
が
集
う
「
長
野
県
市

町
村
教
育
委
員
会
研
修
総
会
」
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
十
月
十

一
日
に
飯
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
総
会
は
、
全
体
で
行
う
総
会

と
講
演
会
の
他
、
各
テ
ー
マ
毎
に
五

つ
の
分
散
会
が
あ
り
、
本
年
度
は
、

下
諏
訪
町
が
第
二
分
散
会
の
発
表
及

び
司
会
・
進
行
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
数
十
年
に
一
度
の
機

会
で
す
。

　

分
散
会
で
は
テ
ー
マ
を
「
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
体
制
づ
く
り
」
と

し
、
六
月
下
旬
よ
り
教
育
長
は
じ
め

全
委
員
で
準
備
に
入
り
、
当
町
の
二

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル(

以

下
Ｃ
Ｓ)
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｓ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
成
長
の
た
め
に
、
学
校
と
保
護
者
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
く
組
織
で
、
現
在

下
諏
訪
町
に
は
、
下
諏
訪
中
学
校
区

を
中
心
に
し
た
「
な
ぎ
が
ま
Ｃ
Ｓ
」

と
下
諏
訪
社
中
学
校
区
を
中
心
に
し

た
「
ノ
ー
ス
下
諏
訪
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｃ
Ｓ
が
取

り
組
む
、
学
習
支
援
・
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
読
み
聞
か
せ
以
下
様
々

な
活
動
の
様
子
と
、
二
つ
の
Ｃ
Ｓ
が

協
働
で
取
り
組
む
荒
汐
部
屋
交
流
、

防
災
教
育
な
ど
の
実
践
を
中
心
に
発

表
し
ま
し
た
。

　

分
散
会
へ
の
参
加
者
は
百
三
十
人

余
り
に
上
り
、
Ｃ
Ｓ
へ
の
他
市
町
村

委
員
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、

○　

Ｃ
Ｓ
活
動
の
評
価
と
そ
れ
に
伴

う
地
域
の
変
化
は
？

　

年
二
回
の
報
告
会
と
意
見
交
換

に
よ
り
次
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
も
楽
し
く
無
理
の
な
い

活
動
に
努
め
た
結
果
、
多
く
の
皆

様
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

○　

防
災
士
百
三
十
人
の
活
動
と
子

ど
も
と
の
関
わ
り
は
？

　

組
織
化
さ
れ
様
々
な
災
害
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
と

の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
総
合
防

災
訓
練
へ
の
参
加
を
含
め
、
町
・

地
区
・
学
校
・
Ｃ
Ｓ
単
位
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
漫
才
な
ど
の
啓
発

活
動
も
あ
り
ま
す
。

等
、
様
々
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
実
践
に
基

づ
い
た
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
日
ご
ろ
よ
り
の
皆
様
方
の

労
を
惜
し
ま
な
い
ご
支
援
・
ご
協
力

と
、
そ
の
長
年
の
積
み
重
ね
の
お
陰

で
す
。
「
町
の
未
来
を
背
負
っ
て
立

つ
子
ど
も
を
育
て
た
い
」
と
い
う
願

い
を
学
校
、
家
庭
、
地
域
で
共
有
し

な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
を

育
て
る
環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

る
表
れ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時
に
は
、

「
広
報
下
諏
訪
」
か
ら
子
ど
も
の
声

で
見
守
り
の
お
願
い
放
送
が
流
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

実
際
の
チ
ャ
イ
ム
と
声
を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
大
変
大
き
な
反
響
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
多
く
の
地
域
の
皆
様

の
温
か
い
学
校
支
援
と
見
守
り
が
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
繫
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長
職
務
代
理
者
　
　
北
原
　
三
千
代
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新しい年を迎えて新しい年を迎えて

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　

私
が
普
段
大
切
に
し
て
い
る
あ
る

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
刻
石

流
水
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
人
か
ら

受
け
た
恩
義
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
心
の
石
に
刻
み
、
自
分
が
人
に

施
し
た
こ
と
は
水
に
流
し
て
忘
れ
る

と
い
っ
た
意
味
の
言
葉
で
す
。
昨
年

の
一
月
、
下
諏
訪
社
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

本
当
に
私
に
出
来
る
の
か
と
、
と
て

も
不
安
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
無
事
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
来
ら
れ
た
の
も
、

様
々
な
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
の
心
の
石
に
し
っ
か
り
刻

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
下
諏
訪
社
中
学
校
で
は
、

平
成
三
十
年
か
ら
「
災
害
発
生
時
に

お
け
る
中
学
生
の
役
割
に
つ
い
て
」

と
い
う
こ
と
で
、
防
災
に
つ
い
て

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
も
、大
雨
や
台
風
等
で
、全
国
各

地
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
災

害
現
場
で

も
現
地
の

方
だ
け
で

は
人
手
が

足
り
ず
、

多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々

が
片
付
け

等
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現

在
各
市
町
村
に
お
い
て
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
み
、
地
域
を
支
え
る

「
大
人
」
が
減
少
す
る
中
で
、
新
た

な
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
中
学

生
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
中
学
生
が
、
何
を
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
る
の
か

に
つ
い
て
生
徒
と
自
主
防
災
組
織
の

方
が
意
見
交
換
を
し
、
町
が
主
催
す

る
防
災
訓
練
や
、
各
地
区
の
防
災
訓

練
に
生
徒
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
実

際
に
土
の
う
作
り
や
、
担
架
の
使
い

方
、
逃
げ
遅
れ
た
方
の
安
否
確
認
方

法
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
活
動
を
終
え
て
の
生
徒
と
の

意
見
交
換
の
場
で
は
、
「
今
ま
で
は

守
っ
て
も
ら
う
側
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
自
分
た
ち
で
も
出
来
る
こ
と
が

あ
る
と
知
っ
た
」
な
ど
、
頼
も
し
い

意
見
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
生

徒
た
ち
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
が

深
ま
り
、
日
頃
の
防
災
意
識
が
向
上

す
る
こ
と
で
、
周
り
の
大
人
や
町
民

全
体
の
防
災
意
識
が
高
く
な
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
早
々
防
災
の
話
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
新
し
い
年
だ
か
ら
こ
そ
、

今
一
度
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

下
諏
訪
社
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

山
田　

一
幸

こ
く
せ
き

り
ゅ
う
す
い

町の防災訓練に参加

土のう作りを体験

担架の使い方の説明を聞く
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成人を迎えての決意成人を迎えての決意

東
四
王
　
　
平
出
　
雄
哉

成
人
を
迎
え
て
の
決
意

　

は
じ
め
に
、
下
諏
訪
町
を
離
れ
大
学
へ
進
学
し
た
私
が
、
成
人
と
い
う
人
生

の
節
目
に
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
高
校
を
卒
業
後
、
上
京
し
都
内
の
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。
日
本
各
地

か
ら
人
が
集
ま
る
東
京
で
、
異
な
る
地
で
生
ま
れ
育
ち
、
異
な
る
考
え
や
価
値

観
を
持
っ
た
人
た
ち
と
出
会
い
た
い
。
高
校
時
代
、
そ
う
思
い
立
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
幼
い
頃
興
味
を
持
っ
た
機
械
の
分
野
で
、
気
心
の

知
れ
た
仲
間
た
ち
と
共
に
勉
学
に
励
み
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

都
内
で
生
活
を
始
め
て
ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
や
は
り
人
の
多
さ
で
し
た
。

通
り
は
昼
夜
問
わ
ず
人
が
行
き
交
い
、
主
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
電
車
は
常
に

人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
人
が
い
る
の
だ
か
ら
、
自
然
に
人

と
の
繋
が
り
も
増
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
私
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
都
会
で
の
人
と
人
と
の
繋
が
り
は
よ
り
希
薄
な
も
の
の
よ
う
に
思
え

ま
し
た
。
イ
ヤ
ホ
ン
で
耳
を
塞
ぎ
、
携
帯
の
画
面
を
見
つ
め
、
そ
の
画
面
の
向

こ
う
側
に
い
る
誰
か
を
気
に
す
る
人
た
ち
を
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
目
に
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
気
が
付
け
ば
、
私
自
身

も
そ
の
中
の
一
人
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

通
信
手
段
の
発
達
に
よ
り
、
人
同
士
の
繋
が
り
が
薄
れ
ゆ
く
時
代
の
中
で
、

私
は
「
今
自
分
が
持
つ
人
と
の
繋
が
り
、
こ
れ
か
ら
あ
る
人
と
の
出
会
い
」
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
私
の
成
人
を
迎
え
て
の
決
意
と

し
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
山
田
　
　
中
島
　
優
香

も
う
20
歳

「
も
う
成
人
式
を
自
分
が
迎
え
る
年
か
」
と
い
う
の
が
本
音
で
、
ま
だ
二
十
歳

と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
。
成
人
に
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
ー
。
社
会

の
一
員
に
な
る
、
責
任
が
自
身
に
問
わ
れ
る
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
、
今
ま
で
周
り
の
大
人
に
支
え
ら
れ
て
不
自
由
な
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
色
々
あ

り
ま
し
た
。
無
邪
気
に
何
も
考
え
ず
に
は
し
ゃ
い
だ
こ
と
、
本
気
に
な
っ
た
部

活
動
、
親
と
沢
山
喧
嘩
し
た
こ
と
、
友
だ
ち
に
支
え
て
も
ら
え
た
こ
と…

、
語

り
出
せ
ば
キ
リ
が
な
い
で
す
が
、
全
て
の
こ
と
が
今
の
私
に
繋
が
り
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
の
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
分
も
多
い
で
す
が
、
こ
の

20
歳
と
い
う
節
目
を
境
に
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
社
会
の
一
員
の
中
で
、
沢
山
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
考
え
て
悩
ん
で
更
な

る
成
長
を
目
指
し
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
今
、
看
護
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
難
し
い
こ
と
、
大
変
な
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
国
家
試
験
に
合
格
し
実
際
に
病
院
で
働
く
こ
と
が
楽
し
み

で
す
。
社
会
へ
出
て
働
く
こ
と
、
生
き
て
い
く
に
あ
た
っ
て
沢
山
の
壁
に
ぶ
つ

か
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
い
き
、
素
敵
な
看
護
師
に
な
り
、

人
と
関
わ
る
中
で
の
温
か
さ
を
伝
え
、
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

成
人
と
い
う
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
社
会
に
踏
み
出
そ
う
と
思
い
ま
す
。

け
ん
か
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矢
木
西
　
　
林
　
あ
か
ね

「
決
断
力
と
行
動
力
」

　

２
０
１
９
年
12
月
25
日
。
20
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
〝
二
十
歳
〞
っ
て

な
ん
て
魅
力
的
な
響
き
だ
ろ
う
。
そ
う
感
じ
る
一
方
で
思
い
描
い
て
い
た
二
十

歳
と
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
切
な
く
も
な
る
。

　

大
学
二
年
生
に
な
っ
た
。
一
日
平
均
３
コ
マ
の
授
業
と
人
並
み
に
家
事
を
こ

な
し
つ
つ
、
つ
け
麺
屋
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
ど
ん
く
さ
い
私
を
日
々
鍛
え
上
げ

る
。
そ
ん
な
日
常
の
中
で
最
近
は
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
増
え
た
。
残

り
２
年
と
少
し
の
大
学
生
活
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
、
卒
業
後
は
ど
こ
で
ど
う

や
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
。
高
校
生
の
頃
と
今
と
で
は
考
え
方
が
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
新
し
い
環
境
は
私
に
新
た
な
価
値
観
を
も
た
ら
し

た
の
だ
っ
た
。
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
悩
む
だ
け
悩
ん
で
み
る
。
そ
ん
な
時
間
が

今
の
私
に
は
必
要
な
気
が
す
る
の
だ
。

　

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
歩
み
を
止
め
な
い
友
人
の
ま
っ
す
ぐ
さ
を
羨
ま
し
く

思
う
時
も
あ
る
。
「
本
当
に
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
な
。
間
違
っ
て
い
な
い
か

な
」
と
不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
道

を
選
択
し
た
か
ら
こ
そ
学
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
出
会
え
た
人
が
い
る
。
あ
の
時

も
し
も
別
の
道
を
選
択
し
て
い
た
ら…

と
思
う
と
怖
く
な
る
く
ら
い
に
今
が
大

切
で
大
好
き
だ
。
時
に
慎
重
に
、
時
に
豪
快
に
。
自
ら
の
意
思
で
道
を
切
り
開

い
て
い
け
る
、
そ
ん
な
人
間
で
あ
り
た
い
と
強
く
思
う
。

　

最
後
に
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
あ
な
た
達
が
注
い
で
く
れ
た
た
っ
ぷ
り

の
愛
情
と
う
ち
の
美
味
し
い
鰻
で
娘
は
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
負
け
な
い
く
ら
い
大
き
な
愛
で
お
返
し
し
て
い
く
ね
。

東
町
下
　
　
細
谷
　
優
一

二
十
歳
を
迎
え

　

今
年
、
二
十
年
と
い
う
年
月
は
短
く
い
ま
だ
に
成
人
し
た
と
い
う
実
感
は
わ

か
な
い
が
人
生
の
節
目
を
迎
え
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
。

　

現
在
、
私
は
以
前
か
ら
憧
れ
て
い
た
東
京
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
い

ざ
暮
ら
し
て
み
る
と
、
色
々
と
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
毎
日
当
た
り
前
の
よ

う
に
感
じ
て
い
た
豊
か
な
自
然
、
綺
麗
な
空
気
の
素
晴
ら
し
さ
に
下
諏
訪
町
を

離
れ
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
家
事
、
部
活
、
授
業
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
両
立

の
大
変
さ
を
感
じ
家
族
の
有
難
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

私
は
今
大
学
で
機
械
工
学
を
専
攻
し
て
い
る
。
大
学
の
教
授
や
友
人
、
先
輩
、

卒
業
生
、
社
会
人
の
人
た
ち
の
話
を
聞
き
、
自
分
た
ち
が
今
学
ん
で
い
る
学
問

が
世
の
中
に
あ
る
物
や
機
器
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
単
に
学
ぶ
だ
け
で
な
く
将
来
の
こ
と
を
考
え
何
が
必
要
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
物
事
を
考
え
る
視
野
が
い

か
に
狭
か
っ
た
の
か
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
今
ま
で
の
人
生

の
中
で
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
助
け
ら
れ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
、

そ
れ
が
ど
ん
な
に
恵
ま
れ
た
環
境
だ
っ
た
の
か
と
実
感
し
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
る
。

　

こ
れ
か
ら
成
人
し
て
大
人
に
な
る
に
あ
た
り
、
今
ま
で
助
け
ら
れ
て
来
た
こ

と
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
今
度
は
自
分
が
世
の
中
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
責

任
感
を
持
ち
、
今
で
き
る
こ
と
に
専
念
し
、
人
と
し
て
も
技
術
者
と
し
て
も
成

長
し
続
け
て
い
き
た
い
。

成人を迎えての決意成人を迎えての決意

ハ
タ
チ

き
れ
い
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ぼくの希望、私の願い…今年がんばりたいことぼくの希望、私の願い…今年がんばりたいこと

下
諏
訪
南
小
学
校
　
四
年
　
二
組

　

新
年
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
仲
間
た
ち
み
ん
な
の
声
を
届
け

た
い
。
そ
ん
な
編
集
委
員
会
の
要
望
に
、
チ
ー
ム
下
諏
訪
南
小
四
年
二

組
の
皆
さ
ん
が
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
下
諏
訪
の
子
ど
も
た
ち
を
代
表

し
て
の
声
と
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

担任 千野裕子先生
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お
正
月
の
遊
び
で
思
い
出
す
の
は
、
子
ど
も
の
頃
や
っ
た
凧
揚
げ
で
す
。

祖
父
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
和
凧
を
揚
げ
て
見
た
け
れ
ど
も
、
う
ま
く
揚
が

ら
な
い
の
で
と
て
も
が
っ
か
り
し
て
い
る
と
、
祖
父
か
ら
「
和
凧
は
自
分

で
工
夫
し
な
い
と
駄
目
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
祖
父
の
指
導
の

も
と
凧
の
尻
尾
の
位
置
や
太
さ
や
長
さ
、
糸
目
の
調
整
を
少
し
ず
つ
変
え

て
は
揚
げ
て
み
る
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
て
そ

の
結
果
、
自
分
の
体
が
引
っ
張
ら
れ
る
ほ
ど
高
く
揚
が
っ
た
時
は
本
当
に

う
れ
し
く
て
、
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

祖
父
の
お
陰
も
あ
っ
て
か
物
作
り
が
好
き
に
な
っ
た
私
は
、
昨
年
か
ら

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
い
趣
味
の
工
作
に
使
う
部
品
な
ど
を
作
り
始
め
ま

し
た
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
と
い
っ
て
も
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
簡
単
に
造
形
が

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
形
に
よ
っ
て
は
一
度
で
は
成
功
し
ま
せ
ん
。

　

最
初
は
失
敗
続
き
で
な
ん
だ
か
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
不
思
議
な
物
体
が

で
き
て
し
ま
い
、
思
い
通
り
に
い
か
ず
、
自
分
の
力
で
は
で
き
な
い
の
か

な
と
思
い
途
中
で
嫌
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
す
が
、
祖
父
の
「
あ
き
ら
め
ず
に
試
し
て
み
る
こ
と
」
と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
、
そ
の
後
何
回
か
試
行
錯
誤
し
て
う
ま
く
で
き
た
時
の
達
成

感
は
、
や
は
り
い
く
つ
に
な
っ
て
も
子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
嬉
し
い
も
の

で
し
た
。

　

そ
ん
な
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
は
日
常
生
活
に
も
や
る
気
を
与
え
て
く

れ
、
あ
の
と
き
に
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
、
や
め
て
し
ま
わ
な
く
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
技
術
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
今
、
私
は
今
年
な
に
を
始
め
よ
う

か
と
考
え
な
が
ら
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
今
年
ど
ん
な
こ
と
を

始
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

（
相
澤　

崇
）

一
月
の
こ
え
　

教育委員会からのおしらせ教育委員会からのおしらせ

日 時

持ち物

場 所

令和２年１月26日（日）
午前９時～正午まで（午前８時30分～受付開始）

帽子、手袋、スケート靴

秋宮スケートリンク

ぜひご参加ください♪
駐車場の用意はございませんのでご了承ください。

下諏訪体育館（0266－27－1455）

参加無料申込不要
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令和2年下諏訪町消防出初式家屋を取り壊した際は届出を忘れずに！

○ 余分に買わない、作らない　○ いつもの習慣　○ さあ、おいしく、食べきろう！
下諏訪町食べ残しゼロ　よいさ運動を推進しましょう！

よ い さ

　令和２年１月12日（日）に下諏訪町消防出初式が行わ
れます。
　出初式は、１年間の無火災と、町民の皆様の安心・
安全を願う新春恒例の行事です。
　分列行進、式典ともどなたでも自由にご観覧いただ
けます。皆様のご来場をお待ちしております。
◇日　程　
　午後２時15分～　役場前にて分列行進
　午後２時50分～　総合文化センターにて式典

温泉配湯新規加入者募集！
　町では、ご自宅のお風呂で温泉を利用できる事業を
展開しており、随時、温泉配湯新規加入者の受付を行
っています。
　新規加入を希望される場合には、下記までお気軽に
お問い合わせください。配湯の可否や料金等の詳細に
ついてご説明いたします。
■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 下水道温泉管理係
　　　　　　　電話27－1111（内線222）

長野県最低賃金改正
　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用される
「長野県最低賃金」が、令和元年10月4日から時間額
848円に改正されています。
　この機会にぜひ賃金の確認をしてみてください。ま
た、賃金の引上げに向けた中小企業への助成金等支援
制度がありますので、ご活用ください。
■問い合わせ　岡谷労働基準監督署　
　　　　　　　電話22－3454

水道管の凍結・破裂にご注意ください
　年末年始を迎えるにあたり、凍結防止帯の電源及び
通電状況を今一度ご確認ください。
 また、長期不在になる場合は、かけ流しや不凍栓を
閉める等の凍結防止対策をお願いします。
　併せて、水道メーターボックス付近の除雪にご協力
をお願いします。
　水道の凍結・破裂等があった場合は、町水道組合加
盟工事店、または、町指定給水工事事業者へお問い合
せください。

〈１月31日（金）〉
◇町県民税 第４期分
◇国民健康保険税 10期１月分
◇後期高齢者医療保険料 10期１月分
◇温泉使用料（12月使用分） １月分
◇介護保険料 10期１月分
◇保育料 １月分
◇水月霊園管理料  随時

１月の税金等納期限・口座振替日

◇開設日時　12日（日）・26日（日）
　　　　　　午前10時～午後１時まで
◇開設場所　町庁舎２階 税務課窓口
◇内　　容　税金等の納付及び納税相談
■問い合わせ　下諏訪町 税務課 収納係
　　　　　　　電話27－1111（内線236・237）

　平成31年（2019年）１月２日から令和２年（2020年）
１月１日の間に家屋を取り壊した場合は、必ず町に
届出をお願いします。ただし、法務局で滅失の登記
を済まされた場合は必要ありません。届出がされな
い場合は、令和２年度も引続き固定資産税・都市計
画税が課税されますのでご注意ください。
◇届出期限　令和２年１月31日（金）
■問い合わせ　下諏訪町 税務課 資産税係
　　　　　　　電話27－1111（内線234・235）

小学校３年生～高校生のための　　　　
春休み海外研修交流事業参加者募集

放送大学で学びませんか　
　　第１学期（４月入学生）募集

◇研修国　イギリス・フィリピン・カナダなど
◇内　容　ホームステイ・英語研修・文化交流など
◇日　程　３月25日（水）～４月５日（日）
　　　　　の内６～11日間
◇対　象　小学校３年生～高校生
◇定　員　10～20名 
◇費　用　24.8万円～49.9万円
◇締切日　1月31日（金）
　　　　　（１月24日までの申込で早割１万円）
※コースによって内容等異なります。
　下記までお問い合わせください。
■問い合わせ　公益財団法人 国際青少年研修協会
　　　　　　　電話03－6417－9721

　放送大学は、テレビ、ラジオ、インターネットな
どを利用して授業を行う通信制の大学です。働きな
がら学んで大学を卒業したい、教養を深めたい、仕
事のスキルアップをしたいなど、様々な目的で幅広
い世代の方が学んでいます。
◇出願期間　
　第１回　～令和２年２月29日（土）
　第２回　令和２年３月１日（日）～17日（火）
■問い合わせ　放送大学長野学習センター
　　　　　　　電話58－2332（月曜、祝日を除く）

１月の休日納税相談

■問い合わせ　下諏訪町 消防課 庶務係
　　　　　　　電話28－0119

昨
年
の
様
子
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下諏訪町空き家情報バンク物件情報下諏訪町空き家情報バンク物件情報
〈令和元年11月30日現在〉

諏訪湖博物館・赤彦記念館　　☎27-1627 下諏訪町立図書館 　　☎27-5555

しもすわ今昔館 おいでや

◆休 館 日　１月１日（水）・２日（木）・３日（金）・６日（月）
　　　　　　　　　10日（金）・14日（火）・20日（月）・27日（月）
◆開館時間　午前９時30分～午後７時（火～金）
　　　　　　午前９時30分～午後６時（土日祝）

◆休 館 日　１月１日（水）・２日（木）・３日（金）・６日（月）
　　　　　　　　　14日（火）・20日（月）・27日（月）
◆料　　金　一般　350円　小・中学生　170円
　※諏訪６市町村に在学または在住の「小学生・中学生」及び下諏訪
　　町内に在住・在学する「高校生」は、入館無料となります。その
　　他、障がい者等の入館料免除や各種割引があります。
◆開館時間　午前９時～午後５時（ただし入館は午後４時30分まで）

第19回島木赤彦「童謡」コンクール表彰式

＊開館時間　午前９時30分～午後４時30分
＊正面入り口横：足湯　１階：売店・休憩コーナー
　はご自由にご利用いただけます。

広
告

広告の内容については広告主にお問い合わせください。

　誠に勝手ながら、12月～２月まで時計作り体験
の受付時間が下記のとおりになります。
　また、体験開催日が金・土・日・月のみとなりま
す。ご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願いい
たします。
[10：00～/11：00～/13：00～/14：00～/15：00～]
※火・水・木曜日をご希望の際はご相談ください。

■問い合わせ　下諏訪町 産業振興課 移住定住促進室
　　　　　　　電話 27－1111（内線274）
　　　　　　　E-mail：iju@town.shimosuwa.lg.jp

※詳細は町ホームページでもご覧いただけます。
※空き家をお持ちの方は、空き家情報バンクへの登録をぜひ
　ご検討ください。

１月12日（日）
◎町内一斉家庭読書の日◎

◇日　時　１月５日（日）午前11時～
◇場　所　下諏訪町立図書館　２階会議室
　絵本カルタ・布カルタ・いろはカルタ・百人一首等を
　競います。勝者は宝箱をあけ、素敵な景品がもらえま
　す。幼児から大人まで誰でも参加できます。

◎図書館かるた大会◎

◇日　時　１月４日（土）～3月15日（日）
◇場　所　下諏訪町立図書館　2階会議室
　行事が入った際など使用できない場合があります。
　利用申込みは受付カウンターでお願いします。

１月11日（土）～２月２日（日）ミニシアターにて

◎学習室開設◎

◎さくら保育園の絵画展◎

行政区

第１区
矢木町
東町上
立町

新町上

南四王
南四王
西四王
西赤砂
北高木
東山田
社東町
本郷

153
160
131

158

139
152
154
151
159
130
126
157

売却
売却
賃貸

賃貸/売却

売却
売却
売却
賃貸
売却
賃貸
売却
売却

木造平屋建
木造２階建
木造２階建

木造２階建

木造２階建
木造平屋建
木造２階建
木造平屋建
木造２階建
木造２階建
木造２階建
木造２階建

1,490万円
620万円
月5万6千5百円

1,200万円
800万円
380万円
月4万9千5百円
800万円
月3万8千円
2,292万円
1,300万円

第２区

第３区

第５区
第７区
第８区
第10区

所在地 No. 賃貸等 条件等

　郷土が生んだアララギ派歌人島木赤彦先生の功績を顕彰し、
童謡作家としても一時代を築いた先生の志を伝える「第19回
島木赤彦童謡コンクール」を実施したところ、今回は小学生の
部・中学生の部・一般の部あわせて、合計845点の応募をいた
だきました。
　つきましては、表彰式を下記のとおり行います。
　当日は今年度受賞者の表彰のほか、昨年度の受賞作品に曲を
付けた童謡曲の発表もあわせて行います。

◇日　時　令和２年１月25日（土）午後２時～
◇場　所　諏訪湖博物館・赤彦記念館ロビー

※式典の参加は無料。また当日は展示室も無料でご覧いただけます。
※駐車場に限りがありますので、公共交通機関等をご利用ください。

時計工房 儀象堂 ☎27－0001　星ヶ塔ミュージアム矢の根や ☎27－1800

１月の湖岸清掃：１月26日（日） 午前８時 みずべ公園 集合・開始　清掃範囲：みずべ公園から
高浜信号機・艇庫。中止の場合は午前７時に防災行政無線と町メール配信でお知らせします。

◆新春お年玉セール　1月4日から13日まで◆

月3万5千円（賃貸）
450万円（売却）

◆12月～２月まで
　時計作り体験の受付日時が変わります◆

　儀象堂オリジナル時計やメーカー時計など、
10～20％OFF!!セイコーウォッチも多数取
り揃えております。ぜひこの機会にご来館く
ださい。
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１月の行事予定１月の行事予定
子育てふれあいセンターぽけっと
 ７日（火）ファーストブック
10日（金）知恵袋講座「まゆだま作り」
14日（火）うたのぽけっと
15日（水）BP①
16日（木）ママ講座１・２・３
18日（土）土曜開館
20日（月）おはなしいっぱい
21日（火）BP②
23日（木）０歳児ママ講座
29日（水）BP③

■問い合わせ　下諏訪町子育てふれあいセンター  ぽけっと
　　　　　　　電話・FAX：27－5244
　　　　　　　※詳しくは町のホームページをご覧ください。

１月　各種相談 相談は無料です。＊は事前に予約が必要です。

広
告

広告の内容については広告主にお問い合わせください。

★1／10（金）知恵袋講座「まゆだま作り」
　　　◇定員：10組　◇無料　
　　　◇参加申込みは12／9～
★1／16（木）ママ講座１・２・３
　　　「お箸の持ち方について」のお話です。
★1／23（木）0歳児ママ講座「ベビーサイン」
　　　◇定員：10組　◇受講料300円
　　　◇参加申込みは1／6～

「ゆたん歩°」
高浜健康温泉センター

■問い合わせ　ゆたん歩゜電話26－2626　

◇１月のゆたん歩 の゚日は27日㈪です◇

◇メンテナンスによる休館日のお知らせ◇

～運動講座info～　★ 月曜日開催中 ★
今からはじめる水中筋力アップ講座（男性限定）

●休日・夜間緊急医案内サービス　☎0570－088199（ナビダイヤル）
●諏訪地区小児夜間急病センター（15歳以下・午後7時～9時）　☎54－4699         

♨ゆたん歩 の゚日（１月27日）９：30～12：00♨
　健康相談　保健師による体組成測定と個別相談
　健康ミニ講座（10：00～11：00）健康運動指導士による簡単エクササイズ
♨入館者は当日ご自由に参加していただけます。

※面談日については事前に確認をお願いします。

税理士会事務局  
（下諏訪商工会議所会館２階）

下諏訪商工会議所 

ものづくり支援センター

教育委員会 

住民環境課 なんでも相談室

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

☎57-2902諏訪地域振興局

諏訪保健福祉事務所 ☎57-2927

☎28-3366

☎28-6666
☎26-2226

☎27-8533

☎27-3204

住民環境課 生活環境係
☎27-1111（内線143）
までお問い合わせください。

午後1時～午後5時
午後1時～午後3時

午前9時～午後5時

午前9時～午前11時

午前10時～正午

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

午前10時～午後3時

午前8時30分～午後5時15分

日 曜日 時　　　間相　　談　　名 場　　　　　所
法 律 相 談
行 政 相 談
住 民 相 談 ・ 一 般 相 談
消 費 生 活 相 談
交 通 事 故 相 談

児 童 家 庭・教 育 相 談

女 性 総 合 相 談

建 築 な ん で も 相 談
（リフォーム・耐震改修など）
工 業 相 談

税 務 相 談

 23日 木
21日 火

木9日

水8日

土・日・祝日を除く毎日

土・日・祝日を除く毎日

土・日・祝日を除く毎日

毎月第3土曜日

土・日・祝日を除く毎日

土・日・祝日を除く毎日

＊

＊

＊

なんでも相談
どんな些細なことでも結構です。お気軽にお電話ください。

午前10時～午後3時

午前8時30分～午後5時15分土・日・祝日を除く毎日
福祉相談
介護相談・権利擁護相談
成年後見相談
結婚相談 毎週金・土曜日

☎27-7396下諏訪町社会福祉協議会

☎28-2827老人福祉センター  相談室

☎26-3377下諏訪町地域包括支援センター
福祉
総合
相談

１月７日（火）：通常休館日
１月８日（水）～９日（木）：メンテナンス休館日

体力が落ちたと感じている男
性の皆さんに向けた講座です。
眠っていた筋肉を呼び覚まし、
全身の活性化が期待できます。
男性限定で気兼ねなくご参加
いただけます。
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※休日・夜間緊急医療案内　
　下諏訪消防署　☎28－0119

当番歯科医（診療時間9：00～正午） 当番薬局

1日

2日

3日

5日
12日
13日
19日
26日

水

木

金

日
日
月
日
日

当番医（診療時間9：00～17：00）日 曜日
サツマ外科医院（岡谷市）
さとう眼科医院
祐愛病院（岡谷市）
高浜医院
野村ウィメンズクリニック（岡谷市）
諏訪共立病院
春山眼科医院（岡谷市）
林内科・循環器科クリニック（岡谷市）
あざみ胃腸科クリニック
牛山医院（岡谷市）
市瀬医院

ジュンデンタルクリニック（岡谷市）

あさひ中央台歯科診療所

あさひ中央台歯科診療所

アルプス矯正・小児歯科クリニック（岡谷市）
なわ歯科医院（岡谷市）
浜歯科医院
ララ歯科医院（岡谷市）
南信堂歯科医院（岡谷市）

アイン岡谷薬局（岡谷市）
イズミ薬局
しなの調剤薬局（岡谷市）
イズミ薬局
ウエルシア薬局（岡谷市）
ひまわり薬局
アイン岡谷薬局（岡谷市）
御子柴薬局（岡谷市）
菜の花薬局
マツモトキヨシ・レイクウォーク岡谷店（岡谷市）
かえで薬局

22－5180
27－0085
23－0222
28－3811
24－1103
28－2012
21－2525
26－8100
28－0505
78－1192
26－1717

24－8220

26－１414

26－1414

55－4477
26－0648
28－4649
21－1555
22－3341

23－2808
28－0030
75－5993
28－0030
26－2512
26－7226
23－2808
27－7056
26－1500
21－1080
26－1929

休日当番医等は、変更になる場合がありますのでご承知ください。

※事前に電話で確認の上受診してください。
※歯科診療は「保険証」を必ずお持ちください。１月の休日当番医

１月　健康診査 等

１月の休日水道・温泉当番店１月の休日水道・温泉当番店
日 曜 水 道 工 事 店

1
2
3
4
5
11
12
13
18
19
25
26

水
木
金
土
日
土
日
月
土
日
土
日

■問い合わせ【水道工事店について】下諏訪町 建設水道課 上水道管理係 
　　　　　　　　　　　　　　　　　電話27－1111（内線228）

【温泉工事店について】下諏訪町 建設水道課 下水道温泉管理係
　　　　　　　　　　　電話27－1111（内線222）

28－6462
26－8866
28－6383
27－6622
27－7289
28－8295
28－0919
23－5330
27－8399
28－8139
27－0575
28－6462

㈲ 諏 訪 冷 熱
スワンシステム㈲
㈲ 林 組 工 業 所
㈱ オ ス ガ 設 備
㈲藤森水道（藤のや）
㈱ 総 建
松 澤 工 業 ㈱
㈱ 上 條 電 設 工 業
㈱ 親 水 工 業
水 道 建 設 ㈱
杉 村 設 備 ㈱
㈲ 諏 訪 冷 熱

西 赤 砂
東 弥 生 町
本 郷
岡谷市長地権現町
岡谷市長地御所
五 官
曙 町
社 東 町 第 ２
東 山 田 第 ２
町 屋 敷 3 組
塚 田 町
西 赤 砂

28－6462
27－8399
28－6383
28－3527
27－8399
28－6462
28－3527
28－6383
27－8399
28－6462
28－3527
28－6462

㈲ 諏 訪 冷 熱
㈱ 親 水 工 業
㈲ 林 組 工 業 所
小 林 住 設
㈱ 親 水 工 業
㈲ 諏 訪 冷 熱
小 林 住 設
㈲ 林 組 工 業 所
㈱ 親 水 工 業
㈲ 諏 訪 冷 熱
小 林 住 設
㈲ 諏 訪 冷 熱

西 赤 砂
東 山 田 第 ２
本 郷
西 四 王
東 山 田 第 ２
西 赤 砂
西 四 王
本 郷
東 山 田 第 ２
西 赤 砂
西 四 王
西 赤 砂

広
告

広告の内容については広告主にお問い合わせください。

すこやか相談（育児・栄養相談）
産前・産後サポート事業 ※要予約
もぐもぐ学習会（離乳食教室）

午後1時30分～午後3時30分

四 種 混 合

心のほっと相談 ※要予約

予防接種
8日
15日
21日
23日

8・20日
8日
17日

水
水
火
木
水・月
水
金

午後2時～午後2時30分

２　か　月（令和元年 11月生）
４　か　月（令和元年 9月生）
10　か　月（平成31年 3月生）
１歳６か月（平成30年 6月生）
２　　　歳（平成29年 10月生）
３　　　歳（平成28年 12月生）

乳
幼
児
健
診

午前9時～
午後0時45分～
午後0時45分～
午後0時45分～
午前9時～
午後0時45分～

31日
31日
24日
22日
　7日
10日

金
金
金
水
火
金

保健センター

　　☎27-8384

日 本 脳 炎
Ｂ　Ｃ　Ｇ

種　　　　　　　　　　別 日 曜日 時　　　間 場　　　所

午前9時～正午
午前9時～午前11時

午前10時～午前11時

温 泉 工 事 店

※都合により工事店が変更される場合があります。

●休日・夜間緊急医案内サービス　☎0570－088199（ナビダイヤル）
●諏訪地区小児夜間急病センター（15歳以下・午後7時～9時）　☎54－4699         
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広
告

広告の内容については広告主にお問い合わせください。

　皆さんご存知のとおり、第３区は下諏訪町で最大の行政区で、32の町内会が
あります。住宅地、集合住宅地、商業地、工業地、行政と多様なエリアの集合
体で、防災減災対策もまた、多様性を求められています。
　３区には25人の防災士がおり、年に２回は集まり学習会を行っています。上
半期は災害時のクロスロードゲームを通していざという時の判断力を磨きまし
た。下半期は町内45箇所にある指定避難所に配置を予定している避難所開設・
運営マニュアルと避難所開設キットの検討会を計画しています。3区の防災士の
特徴は何といっても女性が多いことです。今年の秋にも新たに2名の女性防災士
が誕生し活動を始めています。

第３区防災ネットワークしもすわ　支部長　増澤　洋

防災ネットワークしもすわだより vol.10

シェイクアウト●！
シェイクアウト(Shake Out)とは？
「地震を吹き飛ばせ」といった意味の造語。アメリカ合衆国で始ま
った地震防災訓練。「Drop（まず低くしゃがむ）」｢Cover(頭を守
るかくれる)｣「Hold On(動かない、待つ)」のシンプルな訓練。

防災ネットワークしもすわ 事務局 電話28-2231

●第３区の活動をご紹介します●

☆先月のクイズの答え②：車が走る速さ（約40～50ｋｍ） お気軽に何でもご相談ください。

今月の防災豆知識
①懐中電灯を立てた上に水を入れたペットボトルを置き、下から照らします。
　懐中電灯が倒れないように容器に入れる等、固定してください。細い懐中電灯の場
合にはトイレットペ－パ－の中に入れて立てると良いです。
②懐中電灯にスーパーの袋をかぶせ、つるして使用すればランタンの代わりになり広
い範囲を明るくすることができます。

チャレンジ
防　災
クイズ

停電時に懐中電灯をル－ムライトにする方法

トンネル内の非常脱出口は何メ－タ－おきにあるでしょうか？
①400ｍ　　②800ｍ　　③1200ｍ

下諏訪町の企業紹介 第83弾「 本田食堂」下諏訪町の企業紹介 第83弾「 本田食堂」

　駅前通りの築100年ほどの建物を、地域の方々にもご協力
いただき改修し、8月に本田食堂をオープンしました。
　インターネットを通じたクラウドファンディングにより開
業資金を集め、支援していただいたみなさんの想いを胸に、
フレンチとイタリアンの技法をベースとした創作料理を提供
しています。約２年の時間をかけて世界一周の旅に出て、各
国で食べた料理や宿で出会った人たちと料理をして食事を共
にすることの楽しさに影響され、料理人となりましたが、信
州に引っ越してきて、信州の野菜の美味しさに大変驚きまし
た。農家へも直接足を運び、選んだ食材の素材感を大切にし、
生産者の方たちの想いも伝わるような料理を目指して今後も
励んでいきます。ご来店、お待ちしております。

□所 在 地　下諏訪町5382番地（広瀬町）
□電　　話　080－8729－6671
□定 休 日　月・火曜日　
□営業時間　11：30～14：00／18：00～22：00
　　　　　　12：00～17：00（日曜日）

　クローズアップしもすわでは、町内の企業を紹介しています。内容は各企業から提出いただいた原稿を基に掲載して
います。掲載を希望する企業は下諏訪町 総務課 情報防災係（電話27－1111 内線261）までご連絡ください。

ココ★★

本山川魚店

グリーンサン
ホテル

下諏訪駅


